
特
別
委
員
会 

建
設 

文
教 

当
委
員
会
は
９
月
１５
日
、
１９
日
と

審
査
を
行
い
、
全
１７
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
、
請
願
１
件
を
採
択
し

ま
し
た
。 

主
な
内
容
は
、
野
高
屋
住
宅
（
畑

野
）
建
設
工
事
の
竣
工
に
伴
い
、
住

宅
及
び
駐
車
場
を
平
成
１８
年
１０
月
１

日
か
ら
管
理
を
開
始
す
る
た
め
に
、

佐
渡
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
、

平
成
１９
年
４
月
か
ら
馬
首
小
学
校
を

加
茂
小
学
校
へ
、
岩
首
小
学
校
と
片

野
尾
小
学
校
を
野
浦
小
学
校
へ
統
合

す
る
た
め
佐
渡
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
し
た
。 

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
、
字

の
変
更
（
住
吉
地
内
）
の
２
議
案
は
、

新
潟
県
が
海
岸
侵
食
対
策
事
業
（
ふ

る
さ
と
海
岸
整
備
モ
デ
ル
事
業
）
に

よ
り
施
工
し
た
護
岸
用
地
と
佐
渡
市

単
独
事
業
に
よ
り
施
工
し
た
道
路
用

地
の
造
成
工
事
が
完
了
し
、
知
事
の

竣
工
許
可
を
得
た
こ
と
か
ら
、
議
会

議
決
を
求
め
る
も
の
で
し
た
。 

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
は
、
既
定
の
予
算
に
６

４
６
０
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、

建
設
改
良
費
の
増
額
、
人
件
費
を
減

額
、
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
は
、
一
般
会
計
繰
入
金

を
減
額
し
、
繰
越
金
を
２
７
０
万
円

増
額
、水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）
は
、
老
朽
管
更
新
事
業
に
伴

い
、
１
７
０
０
万
円
を
増
額
し
、
職

員
の
異
動
等
に
よ
り
人
件
費
を
１
８

４
６
万
５
０
０
０
円
減
額
す
る
も
の

で
し
た
。 

 　
行
政
視
察
報
告
　
第
１
班 

平
成
18 　
年
７
月
10 　
日（
月
）〜
12 　
日（
水
） 

 （１）
北
海
道
富
良
野
市 

★
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ 

　（
風
景
街
道
）の
取
組
み
に
つ
い
て 

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
計
画
策

定
業
務
委
託
料
２
７
０
万
円
を
、
佐

渡
市
は
平
成
１８
年
度
予
算
に
計
上
し

て
い
る
。 

シ
ー
ニ
ッ
ク
と
は
景
色
、
バ
イ
ウ

ェ
イ
と
は
脇
道
の
意
味
で
、
米
国
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
り
、
指

定
さ
れ
て
い
る
３
ル
ー
ト
の
う
ち
、

国
道
２
３
７
号
線
を
軸
と
し
た
「
大

雪
・
富
良
野
ル
ー
ト
」
を
調
査
し
た
。

北
海
道
を
周
遊
す
る
観
光
客
は
、
乗

用
車
や
レ
ン
タ
カ
ー
の
利
用
で
あ
り
、

沿
道
の
風
景
や
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

を
求
め
、
ル
ー
ト
そ
の
も
の
を
楽
し

む
旅
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
近

年
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
や
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
の
丘
は
多
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

課
題
は
、
運
営
・
活
動
資
金
の
捻
出

で
あ
る
。
法
人
組
織
の
設
立
と
活
動

団
体
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
て
い
る
。 

（２）
北
海
道
深
川
市 

★
市
町
村
設
置
型 

　
　
　
　
　
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て 

市
町
村
設
置
型
合
併
浄
化
槽
は
佐

渡
市
で
も
導
入
の
検
討
を
始
め
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
深
川
市
で
は
下
水

道
３
事
業
の
総
合
普
及
率
は
８６
・
８

％
と
な
っ
て
い
る
。
市
の
負
担
額
は

浄
化
槽
設
置
工
事
費
と
維
持
管
理
費

で
あ
る
。
財
源
を
食
う
傾
向
に
加
え
、

人
口
減
少
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
　 

 　
行
政
視
察
報
告
　
第
２
班 

平
成
18　
年
７
月
１２　
日（
水
）〜
１４　
日（
金
） 

 

（１）
島
根
県
大
田
市 

★
「
石
見
銀
山
」 

　
　
　
　
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て 

大
田
市
で
は
石
見
銀
山
遺
跡
を
視

察
し
、
住
民
に
よ
る
文
化
財
保
存
の

た
め
の
組
織
づ
く
り
や
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
県
や
市
の
取
組
み
な
ど

を
視
察
し
た
。
現
在
、
佐
渡
市
に
お

い
て
も
佐
渡
金
山
の
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
様
々
な
方
面
に
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
が
、
時
代
背
景
、
繁
栄

か
ら
衰
退
ま
で
似
た
よ
う
な
経
過
を

た
ど
っ
て
い
る
。 

（２）
島
根
県
松
江
市 

★
市
町
村
設
置
型 

　
　
　
　
　
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て 

松
江
市
で
は
、
市
町
村
設
置
型
合

併
浄
化
槽
の
視
察
を
行
っ
た
。
こ
の

合
併
浄
化
槽
は
、
市
町
村
が
費
用
を

負
担
し
、
各
戸
に
浄
化
槽
を
設
置
す

る
も
の
で
、
公
共
下
水
道
や
集
落
排

水
よ
り
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
と
い

う
利
点
が
あ
る
。 

現
在
の
佐
渡
市
で
は
、
下
水
道
の

整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
多
く

あ
り
、
家
庭
か
ら
出
る
排
水
も
ト
イ

レ
は
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
が
、

台
所
、
風
呂
は
直
接
流
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
れ
ば
生
活
排

水
の
処
理
を
集
約
す
る
こ
と
に
な
り
、

個
々
の
家
庭
の
負
担
を
軽
減
で
き
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
渡
市
は
周

囲
を
海
に
囲
ま
れ
、
カ
キ
の
養
殖
で

も
知
ら
れ
る
加
茂
湖
も
あ
り
、
環
境

美
化
の
点
か
ら
浄
化
槽
設
置
に
も
っ

と
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
　 

 
 

世界文化遺産登録が確実な「石見銀山遺跡」 



議
員
定
数 

特
別
委
員
会 

行
財
政
改
革 

特
別
委
員
会 

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

委
員
の
選
任 

  
当
委
員
会
は
、
平
成
１８
年
３
月
定

例
会
に
お
い
て
「
佐
渡
市
議
会
の
議

員
定
数
に
関
す
る
こ
と
」
を
付
託
事

項
と
し
議
員
発
議
で
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
市
民
か
ら
佐
渡
市
議
会

「
特
例
任
期
見
直
し
」
に
つ
い
て
の

陳
情
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
１８
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
追

加
付
託
さ
れ
、
合
計
７
回
の
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

委
員
会
で
は
、
調
査
資
料
と
し
て
、

全
国
の
人
口
５
万
〜
１０
万
人
の
新
設

合
併
市
に
お
け
る
国
勢
調
査
人
口
、

面
積
、
条
例
定
数
、
議
員
１
人
当
た

り
の
国
勢
調
査
人
口
・
面
積
や
、
県

内
２０
市
の
動
向
、
全
国
の
近
年
合
併

事
例
の
な
い
６
万
人
自
治
体
と
類
似

団
体
の
現
状
、
併
せ
て
都
道
府
県
議

会
制
度
研
究
会
か
ら
示
さ
れ
て
い
る

「
議
員
の
位
置
付
け
と
定
数
」
な
ど

に
基
づ
き
審
議
を
開
始
し
ま
し
た
。 

当
市
は
人
口
の
減
少
に
加
え
、
少

子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
と
と
も

に
、
財
政
面
に
お
い
て
は
類
似
団
体

中
最
下
位
で
あ
り
、
議
会
費
の
市
財

政
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、

地
理
的
条
件
に
お
い
て
は
面
積
が
類

似
団
体
中
最
大
で
、
海
岸
線
は
約
２

８
０
㎞
あ
り
、
そ
の
海
岸
線
と
中
山

間
地
に
は
集
落
が
点
在
し
、
多
種
多

様
の
市
民
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
特

性
が
あ
る
と
の
共
通
の
認
識
を
持
ち
、

慎
重
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
議
員
定

数
は
２８
人
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
決

定
し
ま
し
た
。 
    

佐
渡
市
公
共
施
設
見
直
し
指
針
と

普
通
財
産
管
理
計
画
対
象
施
設
（
５０

施
設
）
の
う
ち
、
相
川
地
区
８
施
設
、

両
津
地
区
４
施
設
に
つ
い
て
現
地
視

察
を
実
施
。
今
後
の
利
用
方
針
（
存

続
４
、
用
途
変
更
３
、
譲
渡
２
、
解

体
３
）
の
説
明
と
施
設
の
利
用
状
況

と
老
朽
化
度
の
検
証
。 

公
共
施
設
見
直
し
指
針
第
２
弾
と

し
て
行
政
財
産
１
０
３
０
件
の
見
直

し
案
の
説
明
を
受
け
た
。
今
後
の
方

向
性
と
し
て
存
続
９
０
３
施
設
（
指

定
管
理
９６
施
設
）
民
間
移
譲
８６
施
設
、

廃
止
３３
施
設
、
用
途
変
更
４
施
設
と

の
内
容
。
こ
の
案
は
今
後
の
方
向
性
、

指
定
管
理
者
の
活
用
を
含
め
、
今
後

各
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
方
針
確

定
さ
れ
る
進
行
形
の
案
で
あ
り
、
委

員
か
ら
個
別
施
設
に
つ
い
て
の
質
問

と
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
当
た
っ
て
留
意

す
べ
き
点
に
つ
い

て
意
見
が
述
べ
ら

れ
た
。
今
後
、
成

案
説
明
を
受
け
、

委
員
会
の
意
見
取

り
ま
と
め
を
行
う

予
定
。 

ま
た
、
佐
渡
市

の
財
政
計
画
と
新
市
建
設
計
画
の
検

討
に
つ
い
て
、 

① 

地
方
交
付
税
と
財
政
構
造 

② 

１０
年
後
の
起
債
残
高 

③ 

定
員
適
正
化
計
画 

④ 

行
革
大
綱
推
進
と
行
政
構
造 

の
４
点
の
説
明
を
受
け
た
。 

今
後
の
財
政
計
画
に
基
づ
い
た
整

合
性
の
あ
る
新
市
建
設
計
画
事
業
と
、

普
通
建
設
事
業
の
再
見
直
し
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
組
織
機
構
改
革
案
を
年

次
別
に
策
定
し
、
委
員
会
で
一
体
的

審
査
、
検
討
が
可
能
と
な
る
計
画
案

提
出
を
求
め
た
。 

    

９
月
２６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

次
の
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

  

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会 
特
別
委
員
会 

動 

告 

報 

活 

委

員

長

 

加
賀
　
博
昭 

副
委
員
長 

村
川
　
四
郎 

委
　
　
員 

大
石
惣
一
郎 

　

〃 

本
間
勘
太
郎 

　

〃 

木
村
　
　
悟 

　

〃 

稲
辺
　
茂
樹 

　

〃 

廣
瀬
　
　
擁 

　

〃 

大
谷
　
清
行 

　

〃 

小
田
　
純
一 

　

〃 

小
杉
　
邦
男 

　

〃 

大
桃
　
一
浩 

　

〃 

金
子
　
健
治 

　

〃 

川
上
　
龍
一 

　

〃 

大
場
　
慶
親 

　

〃 

近
藤
　
和
義 

  

現地視察した旧二見小学校 



　
保
育
園
統
合
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
た
く
ま
し
く

育
つ
「
佐
渡
の
地
域
性

を
生
か
し
た
環
境
づ
く

り
」
を
願
い
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
小
中
学
校
統
合
に
つ

い
て
は
、
小
学
校
の
場

合
は
「
通
学
時
間
・
距

離
等
や
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
考
慮
し
て
、
１

学
年
１
学
級
の
普
通
学

級
６
学
級
以
上
を
基
本
」

と
し
、中
学
校
で
は
「
地

域
と
の
つ
な
が
り
も
重

要
で
あ
る
が
、
社
会
性

を
育
む
こ
と
を
重
視
す

る
観
点
か
ら
１
学
年
２

学
級
の
普
通
学
級
６
学

級
以
上
を
基
本
」
と
し
、

小
中
学
校
と
も
に
「
地

理
的
条
件
等
で
統
合
す

る
こ
と
が
困
難
な
学
校

に
つ
い
て
は
、特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
し
て
存

続
」
と
し
て
進
め
て
い

き
ま
す
。 

 

そ
の
後

そ
の
後

そ
の
後

教
育
長 

　
学
校
の
改
修
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

小
中
学
校
の
将
来
の
総
数
、

保
育
園
・
幼
稚
園
の
統
廃
合

や
合
理
化
計
画
に
つ
い
て
審

議
し
た
の
か
。 

　
　
　
　
小
中
学

校
の
適
正
規
模
、

総
数
等
は
検
討
中
だ
が
、
規

模
だ
け
で
な
く
、
辺
地
は
特

色
あ
る
学
校
と
し
て
残
す
こ

と
も
検
討
し
て
い
る
。
小
学

校
の
増
改
築
な
ど
合
併
前
か

ら
の
緊
急
性
の
高
い
事
業
は

進
め
て
い
る
が
、
幼
稚
園
は

保
育
園
と
の
関
連
で
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。 （１７年３月定例会での質問） 

地区名 

 

両津 

 

 

保育園名・園数 

 

相川 

佐和田 

金井 

新穂 

畑野 

真野 

小木 

羽茂 

赤泊 

合計 

 

（へき地） 豊岡、水津、浦川、海府 

北狄、稲鯨、たかち、相川 

河原田、双葉、八幡、沢根 

金井、中興、金井新保 

新穂トキっ子 

畑野、川西、小倉、多田 

真野第１、真野第２ 

小木 

羽茂 

赤泊、　（へき地） 川茂 

 

 

４園 

４園 

４園 

３園 

１園 

４園 

２園 

１園 

１園 

２園 

３５園 

 

９園 

おおむね２園 

おおむね３園 

　　　　４園 

　　　　３園 

　　　　１園 

おおむね２園 

　　　　２園 

　　　　１園 

　　　　１園 

　　　　２園 

おおむね２６園 

 

おおむね５園 

おおむね２園 

おおむね２園 

おおむね２園 

　　　　１園 

　　　　１園 

おおむね２園 

　　　　２園 

 

 

 

おおむね１９園 

 

おおむね４園 両尾、河崎、椎崎、湊、夷、歌代、 
吉井、梅津、羽吉 

計画園数 
平成１８～２３年度 平成２４～２９年度 

おおむね３園 

ないしは２園 

地区名 

 
両津 

 

 

小学校名・校数 

相川 

佐和田 

金井 

新穂 

畑野 

真野 

小木 

羽茂 

赤泊 

合計 

 

相川、七浦、金泉 

沢根、河原田、八幡、二宮 

金井、金井吉井 

新穂、行谷 

畑野、後山、小倉（前） 

真野、西三川、西三川笹川分校（前） 

小木、深浦（前） 

羽茂、大滝（前）、小村（前） 

赤泊、川茂（前） 

 

３校 

４校 

２校 

２校 

３校 

２校１分校 

２校 

３校 

２校 

３０校１分校 

 

７校 

おおむね１校 

おおむね２校 

おおむね１校 

おおむね１校 

おおむね１校 

おおむね１校 

おおむね１校 

おおむね１校 

おおむね１校 

おおむね１３校 

 

おおむね３校 両尾、河崎、両津、両津吉井、加茂、 
馬首（前）、浦川（前） 

計画園数 
平成１８～２９年度 

地区名 

 両津 

相川 

佐和田 

金井 

新穂 

畑野 

真野 

小木 

羽茂 

赤泊 

合計 

 

おおむね１校 

おおむね１校 

おおむね１校 

 

 
おおむね２校 

 

 

 
おおむね１校 

 

おおむね６校 

 

東、南、北（前） 

相川 

佐和田 

金井 

新穂 

畑野 

真野 

小木 

羽茂 

赤泊 

 

３校 

１校 

１校 

１校 

１校 

１校 

１校 

１校 

１校 

１校 

１２校 

中学校名・校数 計画校数（平成１８～２９年度） 

 計画校数（平成１８～２９年度） 

 

地区名 

 

相川 

畑野 

 

両津 

おおむね４校 

前浜中、岩首小、野浦小、片野尾小 

内海府中、内海府小 

 高千中、高千小 

松ヶ崎中、松ヶ崎小 

 

４校 

２校 

２校 

２校 

 

小中学校名・校数 

◆保育園の統合計画 ◆小学校の統合計画（小中連携校を除く） 

◆中学校の統合計画（小中連携校を除く） 
◆小中連携校 

※（前）は、前期（平成１８～２３年度）に統合を進めるものです。 

※（前）は、前期（平成１８～２３年度）に統合を進めるものです。 



そ
の
後

平
成
１８
年 

6
月
定
例
会
常
任
委
員
会
の 

要
望
・
意
見
に
対
す
る
処
理
状
況 
平
成
１８
年 

6
月
定
例
会
常
任
委
員
会
の 

要
望
・
意
見
に
対
す
る
処
理
状
況 

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

 

佐
渡
市
両
津
健
康
保
養
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

施
設
に
つ
い
て
は
、今

後
、的
確
な
事
業
評
価
を
行
い
、

売
却
、譲
渡
及
び
廃
止
に
つ
い
て

積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
。 

●
社
会
福
祉
課
　
老
朽
化
が
著

し
い
こ
と
も
あ
り
、当
面
直
営
と

し
て
対
応
し
つ
つ
、利
用
者
や
地

域
の
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
検

討
す
る
。 

 

佐
渡
市
畑
野
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て 

 

施
設
に
つ
い
て
は
、今

後
、的
確
な
事
業
評
価
を
行
い
、

売
却
、譲
渡
及
び
廃
止
に
つ
い
て

積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
。 

●
社
会
福
祉
課
　
譲
渡
す
る
方

針
と
し
、早
急
に
条
件
を
地
元

と
交
渉
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

佐
渡
市
高
齢
者
共
同
住
宅
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て 

 

施
設
に
つ
い
て
は
、今

後
、的
確
な
事
業
評
価
を
行
い
、

売
却
、譲
渡
及
び
廃
止
に
つ
い
て

積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
。 

●
高
齢
福
祉
課
　
指
摘
の
あ
っ

た
点
も
含
め
、施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
、今
後
検
討
す
る
。 

 

佐
和
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
喜
楽

荘
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て 

 

施
設
に
つ
い
て
は
、利

用
の
実
態
を
鑑
み
、売
却
、譲
渡

及
び
廃
止
に
つ
い
て
積
極
的
に
検

討
す
る
こ
と
。 

●
社
会
福
祉
課
　
当
面
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
無
償
貸
与
と
し
、

管
理
費
用
実
費
は
社
協
負
担
で

対
応
す
る
。 

産
業
経
済
常
任
委
員
会 

 

佐
渡
市
ふ
す
べ
村
体
験
学
習
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

宿
泊
実
績
が
上
が
っ

て
い
な
い
の
で
宿
泊
料
金
に
つ
い

て
は
施
設
に
見
合
っ
た
料
金
設

定
を
検
討
す
る
こ
と
。 

●
観
光
課
　
過
去
の
平
均
利
用

実
績
を
見
て
も
有
効
に
利
用
さ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後
、

指
摘
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
検
討

す
る
。 

 

佐
渡
市
岩
の
平
青
少
年
旅
行
村

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

昭
和
５０
年
度
建
設

の
宿
泊
棟
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

利
用
客
も
減
少
し
て
い
る
の
で
、

今
後
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ

と
。 

●
観
光
課
　
施
設
の
今
後
の
在

り
方
に
つい
て
は
、本
年
５
月
に「
佐

渡
市
行
政
事
務
改
善
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
て
、施
設
の
管
理
運

営
の
合
理
化
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
こ
で
の

検
討
を
中
心
と
し
て
対
応
す
る
。 

 

佐
渡
市
地
域
活
性
化
多
目
的
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

早
急
に
当
該
地
域

と
協
議
し
、地
元
に
払
い
下
げ
を

検
討
す
る
こ
と
。 

●
農
地
林
政
課
　
多
目
的
施
設

の
直
営
化
に
伴
う
地
元（
集
落
・

関
係
団
体
）と
の
業
務
契
約
の
締

結
の
際
に
、無
償
譲
渡
に
関
す
る

地
元
の
意
向
を
確
認
し
、県
と
の

調
整
の
上
で
対
応
す
る
。 

建
設
文
教
常
任
委
員
会 

 

新
潟
県
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
管

理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

使
用
料
に
つ
い
て
は
、

県
条
例
で
定
め
た
従
来
ど
お
り

の
金
額
に
し
て
お
り
、市
内
の
他

の
体
育
施
設
と
の
均
衡
性
を
欠

い
て
い
る
の
で
、十
分
に
精
査
を
し
、

体
育
施
設
全
体
で
の
金
額
の
見

直
し
を
検
討
す
る
こ
と
。 

●
社
会
体
育
課
　
今
年
度
、佐

渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
を
含
め
た
、市

の
社
会
体
育
施
設
全
体
の
使
用

料
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
て
、

１２
月
市
議
会
で
条
例
等
を
改
正

し
、平
成
１９
年
度
か
ら
の
施
行
を

予
定
し
て
い
る
。 

 

新
潟
県
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
の

管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
事
務

の
受
託
に
つ
い
て 

施
設
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
理
解
す
る
が
、管
理
棟
及

び
体
育
館
に
つ
い
て
は
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、今
後
の
施
設
維
持

管
理
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、将
来
的
に
財

政
負
担
が
過
大
と
な
ら
な
い
よ

う
県
と
再
度
交
渉
を
さ
れ
た
い
。 

　
ま
た
、使
用
料
の
増
収
を
図
る

た
め
、利
用
者
数
を
増
加
さ
せ
る

努
力
を
さ
れ
た
い
。 

●
社
会
体
育
課
　
佐
渡
ス
ポ
ー

ツ
ハ
ウ
ス
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、

市
の
負
担
軽
減
の
た
め
、県
と
再

交
渉
を
行
う
と
と
も
に
、教
室
・

大
会
等
の
新
規
事
業
の
実
施
と
、

施
設
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め

に
広
報
を
充
実
し
、使
用
料
の
増

収
を
図
る
。 

 

平
成

　18
年
度
佐
渡
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ

い
て 

 

公
営
企
業
金
融
公

庫
か
ら
借
入
れ
し
て
い
る
資
金
で

高
利
な
も
の
に
つ
い
て
は
、繰
上

償
還
又
は
低
利
に
借
換
え
す
る

よ
う
検
討
す
る
こ
と
。 

●
水
道
課
　
現
在
は
繰
上
償
還

の
方
向
で
進
め
て
い
る
が
、繰
上

償
還
す
る
場
合
に
は
補
償
金（
残

利
子
額
の
約
７４
％
）が
必
要
な
こ

と
か
ら
、今
後
の
企
業
債
借
入
利

率
、定
期
預
金
利
率
等
の
推
移

を
考
慮
し
、今
後
の
企
業
債
借

入
額
で
調
整
す
る
こ
と
も
併
せ

て
考
え
、水
道
事
業
会
計
に
有

利
な
方
策
を
選
択
す
る
。 



　
毎
定
例
会
ご
と
に
、

傍
聴
入
り
口
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
設
置

し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。 

傍聴
の
こえ

傍聴
の
こえ

　
９
月
定
例
会
を
傍

聴
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

の
感
想
で
す
。（
抜
粋
） 

◆ 

今
後
の
佐
渡
を
憂
慮
す

る
難
問
山
積
の
中
で
、

実
力
の
あ
る
議
員
の
一

般
質
問
は
迫
力
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
市
長
や

担
当
の
答
弁
は
…
？ 

◆ 

質
問
と
答
弁
が
か
み
合

わ
な
い
事
が
多
い
よ
う

に
見
え
る
。
議
員
の
資

質
（
質
問
の
内
容
）
な

の
か
、
市
執
行
部
の
問

題
な
の
か
、
市
民
に
分

か
り
や
す
い
質
問
と
答

弁
の
や
り
と
り
を
希
望

す
る
。
（
無
駄
な
時
間

を
な
く
す
こ
と
） 

◆ 

会
議
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
席
を
立
つ
議
員
が

多
い
。
喫
煙
の
た
め
に

議
場
を
出
る
者
も
い
る
。

規
律
あ
る
議
会
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。 

◆ 

質
問
す
る
方
は
真
剣
に

聞
い
て
い
る
の
に
、
聞

い
て
い
る
人
の
一
部
に

私
語
、
ヤ
ジ
を
飛
ば
す

方
あ
り
。
退
場
し
て
い

た
だ
き
た
い
！
回
答
は

曖
昧
、
形
式
的
な
も
の

が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。 

◆ 

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け

て
、
市
民
の
意
見
を
い

か
す
行
政
を
。 

 

この広報は古紙パルプ配合率１００％の再生紙を使用しています。 

 

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
も
近
づ
き
、何
か
と
気
忙
し
い
時
期
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
、全
国
的
に
飲
酒
運
転
で
痛
ま
し
い
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。 

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
」を
徹
底
し
、２
度
と
悲
惨
な
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
願
う
ば
か
り
で
す
。 

さ
て
、新
編
集
委
員
会
と
な
っ
て
３
回
目
の
議
会
報
の
発

行
と
な
り
ま
す
が
、常
に
ど
の
よ
う
な
情
報
を
発
信
、皆
様

に
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
鋭
意
工
夫
し
、ま
た
、市

民
の
皆
様
か
ら
も
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
頂
戴
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

き
た
ん 

◆
議
会
の
う
ご
き 

６
月 

２８ 

日 

議
員
定
数
特
別
委
員
会 

 

３０ 

日 

各
派
代
表
者
会
議 

７
月 

５ 

日 

議
員
全
員
協
議
会 

  

各
派
代
表
者
会
議 

 

６ 

日 

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会 

 

１０ 

日 

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会 

 

１０
〜
１２ 

日 

建
設
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察 

 

１２
〜
１４ 

日 

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察 

  

建
設
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察 

 

１８
〜
２０ 

日 

市
民
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察 

  

産
業
経
済
常
任
委
員
会
行
政
視
察 
 

１９
〜
２１ 

日 

市
民
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察 
  

産
業
経
済
常
任
委
員
会
行
政
視
察 

 

２４ 

日 

議
員
定
数
特
別
委
員
会 

  

各
派
代
表
者
会
議 

 

２５ 

日 

議
会
運
営
委
員
会 

  
 

各
派
代
表
者
会
議 

 
２７ 

日 

第
３
回
臨
時
会 

  

総
務
常
任
委
員
会 

  
市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

  
産
業
経
済
常
任
委
員
会 

 

２８ 

日 

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会 

８
月 

１７ 

日 

議
会
運
営
委
員
会 

  

各
派
代
表
者
会
議 

 

２１ 

日 

議
員
定
数
特
別
委
員
会 

 

３１ 

日 

議
員
全
員
協
議
会 

  

各
派
代
表
者
会
議 

９
月 

７
〜
２６ 

日 

第
４
回
定
例
会 

◆
行
政
視
察
来
市
状
況 

６
月
２８ 

日 

岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
議
会 

７
月 

５ 

日 

福
島
県
喜
多
方
市
議
会 

 

１１ 

日 

香
川
県
さ
ぬ
き
市
議
会 

 

２４ 

日 

大
阪
府
茨
木
市
議
会 

 

３１ 

日 

淡
路
地
域
正
副
議
長
会 

８
月 

８ 

日 

香
川
県
坂
出
市
議
会 

 

１１ 

日 

東
京
都
渋
谷
区
議
会 

 

２１ 

日 

愛
媛
県
新
居
浜
市
議
会 

 

２１ 

日 

愛
知
県
名
古
屋
市
議
会 

 

２２ 

日 

大
分
県
宇
佐
市
議
会 

  

愛
知
県
春
日
井
市
議
会 

 

２４ 

日 

上
越
市
議
会 

 

２５ 

日 

愛
知
県
小
牧
市
議
会 

 

約70センチの桐棒を持つひょっとこ面
の男役「ちとちん」と、竹製のささらを持つおたふく面の女
役「とん」が、性的要素を誇示しユーモラスに踊る。今年は、
4年ぶりに赤鬼と青鬼、お囃子が復活。その昔、大和船が難
所を通過するとき、初めて乗船した若者が習俗として船玉
明神に奉納した安全祈願の踊りが起源とも言われている。 


